
後後期期計計画画（（平平成成２２７７年年度度～～平平成成３３１１年年度度））  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★今回の会議における，協議のポイント★ 

 

 

改定「宮っこ 子育ち・子育て応援プラン」の施策体系 ～検討内容の反映～ 

施策の方向 施策事業 基本目標 

Ⅰ． 

資料５－②の表の見方について 

・子ども発達相談室 

・【拡】総合的な相談体制の整備 

・重症障がい児プール活動支援事業 

・通園（かすが園・わかば園）事業 など 

・【拡】発達支援児保育事業 

・日中一時支援（放課後支援型）事業 

・保育所等訪問支援事業 など 

・発達支援ネットワーク推進事業 

・こんにちは赤ちゃん事業 

・養育支援訪問事業 など 

・家庭・地域における生活習慣病の予防や食生

活の改善に向けた食育の推進 

・【拡】性と健康に関する思春期の健康教育など 

・【拡】生活困窮世帯等への学習支援事業 

・【新】子どもの貧困対策推進事業 など 

・【新】社会的自立支援強化に向けた関係機関等

コーディネート事業 

・キャリア教育の充実 など 

・【拡】宮っ子ステーション事業 

・中高生と乳幼児のふれあい交流事業 

・【新】青少年の自己形成支援の推進事業 など 

基本施策

・支援促進のための関係機関・団
体の連携 

・青少年の勤労観・職業観の育成
支援 

・子育てに関する心理的負担・体
力的負担の軽減 

・子ども一人ひとりに適した支援

・将来の身体の健康に向けた取組
・いのちの大切さを伝える取組の
強化 

・安全・安心な子どもの放課後の
居場所の確保 

・心豊かな成長 

・子どもの貧困問題の解消 

・障がい者・家族の高齢化 
・障がいの重度化 

・幼稚園・保育所における支援の
充実 

・乳幼児から学校卒業後までの途
切れのない支援 

・発達支援に係る啓発と人材育成 ・ここ・ほっと交流事業 

・障がいへの理解を促進する普及・啓発事業 

対応する課題 

※下線部：課題のまとめ（8月 12 日子ども・

子育て会議）や各部会における検討から改定

プランに反映させた事項 

※網かけ部分：新し

い課題や，より重要

性が増した課題 

課題の解決に向けて，改定

プランで特徴的に取り組

む新規・拡充事業など 

【新】新規事業 

【拡】拡充事業 

「対応する課題」について｢施策事業｣が適当・十分であるか 

３．障がいのある子ど 

もの健やかな発達を支 

援します 

２．子どもの心豊かで

健やかな成長を支援し

ます 

１．たくましい子ども 

の育ちと若者の自立を 

支援します 

(1)子どもの将来の自立に向けた早い
時期からの適切な支援の推進 

(2)子どもや家庭にとって身近な地域
における支援の推進 

(3)子どもの成長段階で支援が途切れ
ない関係機関の連携による一貫し
た支援の推進

(2)すべての子どもが基礎的な学力を
身につけるための学びの支援や家
庭の経済状況に左右されない教育
の機会均等の推進 

(3)若者の社会的自立に向けた支援の
充実 

(2)学童期や思春期において，将来を
見据える健康づくりを支援 

(1)子どもの健全育成環境の充実 

(1)乳幼児期において，子どもの成長
や家庭の状況などに合わせた支援
の充実

(4)社会全体での障がい理解に向けた
支援の充実 

青少年部会

審議事項 


